
  

 

 

 

  
 

 

  

 

 

司会・パネリスト：田畑 智司（人文学研究科言語文化学専攻・教授

） 

 

 

 

序の形成と変容」を事例に、脱植民地化、冷戦、開発

（development)の問題を、From Asian Perspectives という視

点から考察したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田畑 智司 教授 

ホドシチェク ボル 准教授 

 

 教授 

 

【お申し込み方法】 

Google Form、或いはQR コードを読み取りの上、 参加申込みを行って下さい。 

https://forms.office.com/r/6yR5KL2c29 

申込締め切り：2024年 2月 29 日 (木) 

問い合わせ先：人文学研究科企画係 (jinbun-kikaku@office.osaka-u.ac.jp) 

 

主催：大阪大学人文学研究科人文学林  

 

 

日時：2024年 3月 6日（水） 

時間：13：00～15：00  

実施方法：ハイブリッド（対面＋ZOOM） 

対面での開催場所：文法経講義棟（文 41）講義室 

 

大阪大学人文学研究科 

-人文学林 シンポジウム- 

 

 

 

 

 

 

司会・パネリスト：田畑 智司（人文学研究科言語文化学専攻・教授） 

パネリスト：吉賀 夏子（人文学研究科人文学林・准教授） 

パネリスト：ホドシチェク ボル（人文学研究科言語文化学専攻・准教授） 

パネリスト：石田 友梨（岡山大学 学術研究院社会文化科学学域・准教授） 

タイトル：「デジタルヒューマニティーズの現在（いま）」 

—方法論的学際性にもとづくデータ駆動型の人文知の追求へ向けて— 

趣旨：デジタルヒューマニティーズ（DH）は伝統的な人文学とデジタルとの有機的な

結合により，人文知の取得，解釈，比較，参照，表現方法などの再構成を図るべ

く，分野横断的な研究に取り組む営みです。特に，情報学や自然言語処理，数理

的モデリング，機械学習を高度に応用し，文字や紙媒体だけでは不可能な史資料の

理解やテクストの読み，潜在的なデータの特徴を可視化するとともに，知見の再現

性，複製可能性，反証可能性を担保する客観的事実，エビデンスに立脚した研究

を追求しています。このシンポジウムでは，さまざまな角度から DH の現在（いま）を映

し出し，DHがデータ駆動型の人文知の追求にどのように寄与しうるか，みなさんと議論

を交わしたいと思います。 

   

 石田 友梨 准教授 

吉賀 夏子 准教授 


